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令和５年度　第１回 大牟田市地域公共交通活性化協議会

 ［報告事項］
（１）令和５年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について



１

地域内フィーダー系統
大牟田市地域公共交通活性化協議会：一次評価

九州運輸局：
二次評価



２

地域内フィーダー系統
大牟田市地域公共交通活性化協議会：一次評価

九州運輸局：
二次評価



３

地域間幹線系統 九州運輸局：
二次評価



３

地域間幹線系統



４

地域間幹線系統



【国土交通省事業評価に関するガイダンスより】
○事業実施の適切性
事業計画に基づく事業が適切に実施されたかを、Ａ，Ｂ，Ｃの３段階で評価する。計画どおり実施されなかった場合は、理由等を明らかにする。
Ａ・・・事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された
Ｂ・・・事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった
Ｃ・・・事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった

○目標・効果達成状況
事業計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成された（達成される見込み）かを、設定した目標ごとにＡ，Ｂ，Ｃの３段階で評価する。
目標・効果が達成できなかった（達成できない見込み）場合には、理由等を分析の上明らかにする。
Ａ・・・事業が計画に位置づけられた目標を達成した（する見込み）
Ｂ・・・事業が計画に位置づけられた目標を達成できていない点があった（一部達成できない見込み）
Ｃ・・・事業が計画に位置づけられた目標を達成できなかった（達成できない見込み）

【大牟田市地域公共交通活性化協議会】
○目標・効果達成状況
Ａ・・・事業が計画に位置付けられた目標を達成した（利用者数が目標値以上）
Ｂ・・・事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった
 （利用者数が目標値と比較して、９５％以上目標値未満）
Ｃ・・・事業が計画に位置付けられた目標を達成できなかった
 （利用者数が目標値と比較して、９５％未満）

（判断基準）
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